
阿南市要綱第６７号  

阿南市狩猟免許取得 等 補助 金 交 付 要 綱  

（趣旨）  

第１条　この要綱は、近年 増 加 し て い る 鳥 獣 に よ る 農 林 水 産物

への被害対策として、有 害 鳥 獣 を 捕 獲 す る た め に 必 要 な 狩猟

免許（鳥獣の保護及び管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法律

（平成１４年法律第８８ 号 。 以 下 「 鳥 獣 保 護 管 理 法 」 と いう

。）第３９条に規定する 狩 猟 免 許 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の取

得に要する経費に対して 、 阿 南 市 狩 猟 免 許 取 得 等 補 助 金 （以

下「補助金」という。） を 予 算 の 範 囲 内 に お い て 交 付 す るこ

とについて、阿南市補助 金 等 交 付 規 則 （ 平 成 ３ ０ 年 阿 南 市規

則第３号）に定めるもの の ほ か 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も のと

する。  

（交付対象者）  

第２条　補助金の交付の対 象 と な る 者 （ 以 下 「 交 付 対 象 者 」と  

　いう。）は、次の各号に 掲 げ る 要 件 の 全 て を 満 た す 者 と する。  

⑴　阿南市内に住所を有す る こ と 。  

⑵　市税を滞納していない こ と 。  

⑶　新たに狩猟免許を取得 し て い る こ と （ 更 新 は 除 く 。 ）。  

⑷　猟銃の所持許可証（ 銃 砲 刀 剣 類 所 持 等 取 締 法 （ 昭 和 ３３

年法律第６号）第７ 条 に 規 定 す る 許 可 証 の う ち 、 猟 銃 の所

持について許可を受 け た 者 に 交 付 さ れ る も の を い う 。 以下

同じ。）の交付を受 け てい る こ と 。  

⑸　狩猟免許取得後に狩 猟 者 登 録 （ 鳥 獣 保 護 管 理 法 第 ５ ５条

第１項の規定による 登 録 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 受 け 、狩

猟者登録証（鳥獣保 護 管 理 法 第 ６ ０ 条 の 規 定 に よ り 交 付さ

れる狩猟者登録証を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 交 付 を 受 け てい

ること。  

⑹　狩猟免許取得後は、 徳 島 県 猟 友 会 に 加 入 し 、 阿 南 市 内の

有害鳥獣捕獲に従事 す る意 思 が あ る こ と 。  



（交付対象となる狩猟免許 の 種 類 ）  

第３条　補助金の交付の対 象 と な る 狩 猟 免 許 の 種 類 は 、 第 一種

銃猟免許とする。  

（交付対象経費及び補助金 の 額 ）  

第４条　補助金の交付の対 象 と な る 経 費 は 、 次 の 各 号 に 掲 げる

経費とする。ただし、１回 限 り 対 象 と す る も の と す る 。  

⑴　狩猟免許取得に係る次 の 経 費  

　　ア　狩猟免許試験初心 者 講 習 会 受 講 料 （ テ キ ス ト 代 を 含む

。）  

　　イ　狩猟免許試験手数 料  

⑵　猟銃の所持許可に係る 次 の 経 費  

　　ア　講習受講申込手数 料  

　　イ　教習資格認定申請 手 数 料  

　　ウ　猟銃用火薬類等譲 受 許 可 申 請 手 数 料  

　　エ　射撃教習受講費用 （ １ ０ ， ０ ０ ０ 円 を 上 限 と す る 。）  

　　オ　猟銃所持許可申請 手 数 料  

　　カ　医師の診断書取得 代 金 （ ５ ， ０ ０ ０ 円 を 上 限 と す る。）  

⑶　狩猟者登録に係る次の 経 費  

　　ア　狩猟者登録手数料  

　　イ　狩猟税（第一種銃 猟 ）  

２　補助金の額は、前項各 号 に 掲 げ る 経 費 の う ち 、 交 付 対 象者　

が実際に支出したもの（ 当 該 経 費 に 上 限 額 の 定 め が あ る もの

は、その上限額とする。） 合 計 額 に 相 当 す る 額 と す る 。  

（交付申請）  

第５条　補助金の交付を受 け よ う と す る 交 付 対 象 者 （ 以 下 「申

請者」という。）は、補 助 金 交 付 申 請 書 （ 様 式 第 １ 号 ） に次

の関係書類を添えて、市 長 に 提 出 し 、 そ の 申 請 を し な け れば

ならない。  

⑴　第一種銃猟免許に係る 狩 猟 免 状 の 写 し  

⑵　猟銃の所持許可証の写 し  



⑶　銃猟狩猟者登録証の写 し  

⑷　徳島県猟友会に入会し た こ と を 証 す る 書 面  

⑸　前条第１項各号に掲げ る 経 費 に 係 る 領 収 書 の 写 し  

⑹　同意書（様式第２号）  

⑺　前各号に掲げるものの ほ か 、 市 長 が 必 要 と 認 め る も の  

２　申請者は、猟銃の所持 許 可 証 を 交 付 さ れ た 日 又 は 第 一 種銃

猟狩猟者登録を受けた日 の い ず れ か 遅 い 日 の 属 す る 年 度 の３

月末日までに申請を行うも の と す る 。  

（交付決定等）  

第６条　市長は、前条の補 助 金 交 付 申 請 書 を 受 理 し た と き は、

その内容を審査し、適当 と 認 め た と き は 速 や か に 補 助 金 の交

付の決定（以下「交付決 定 」 と い う 。 ） を し 、 交 付 決 定 を受

けた申請者（以下「被交 付 決 定 者 」 と い う 。 ） に 対 し て 、補

助金の交付決定及び額の 確 定 通 知 書 （ 様 式 第 ３ 号 ） に よ りそ

の旨を通知するものとする 。  

（補助金の請求）  

第７条　被交付決定者は、 補 助 金 交 付 請 求 書 （ 様 式 第 ４ 号 ）を

市長に提出し、その請求を す る も の と す る 。  

（補助金の交付）  

第８条　市長は、前条の補 助 金 交 付 請 求 書 を 受 理 し た と き は、

速やかに被交付決定者に補 助 金 を 交 付 す る も の と す る 。  

　（交付決定の取消し）  

第９条　市長は、被交付決 定 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当す  

るときは、交付決定の全部 又 は 一 部 を 取 り 消 す こ と が で きる。  

　⑴　偽りその他不正の手 段 に よ り 補 助 金 の 交 付 を 受 け た とき。  

　⑵　前号に掲げるものの ほ か 、 こ の 要 綱 に 定 め る 事 項 に 違反

したとき。  

２　市長は、前項の規定に よ り 補 助 金 の 交 付 決 定 を 取 り 消 した

ときは、交付決定取消決 定 通 知 （ 兼 返 還 命 令 ） 書 （ 様 式 第５

号）により、被交付決定者 に 通 知 す る も の と す る 。  



（補助金の返還）  

第１０条　市長は、前条第 １ 項 の 規 定 に よ り 補 助 金 の 交 付 決定

を取り消した場合におい て 、 当 該 取 消 し に つ い て 既 に 補 助金

が交付されているときは 、 相 当 の 期 間 を 定 め て 交 付 決 定 取消

決定通知（兼返還命令） 書 （ 様 式 第 ５ 号 ） に よ り 、 補 助 金の

全部又は一部の返還を命ず る も の と す る 。  

（その他）  

第１１条　この要綱に定め る も の の ほ か 、 補 助 金 の 交 付 に 関し

必要な事項は、市長が別に 定 め る 。  

　　附　則  

この要綱は、令和３年８月 ３ 日 か ら 施 行 す る 。  
附　則（令和６年阿 南 市要 綱 第 ６ 号 ）  

この要綱は、令和６年２月 ２ 日 か ら 施 行 す る 。  


